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コダック株式会社 

コダック映画用フィルムをご使用の皆様へ 

 

改正化審法に伴う PFOS規制とコダック映画用フィルムへの影響について 

 

 経済産業省、環境省、厚生労働省では平成 22 年 4 月 1 日施行の改正化審法でパーフル

オロオクタンスルホン酸とその塩（以下 PFOS）を第一種特定化学物質に指定することとな

りました。一部の指定された用途を除き、PFOS を含む製品の製造・輸入は禁止されます。 

 

 PFOSは優れた静電気抑制能力、界面活性能力などを持ち、写真用感光材料の製造に広く

使用されていた物質です。当該物質の環境影響が明らかになった 2000 年頃から弊社では

代替物質への変換努力を進め、現在では規制される物質を使用した映画用フィルム製造を

既に終了しております。現在販売されておりますフィルムは安心してご使用いただけます。 

 過去に販売され当該物質を含む感材に関しては、弊社ホームページに情報を公開してお

りますので、ご参照ください。 

 

 過去に販売され、現像済みで上記に該当する映画用フィルムにも、PFOSは残存していま

す。 

 しかし、通常のお取り扱い、保管で暴露する事はありません。お手持ちの方々に、唯一お

願いします点は、廃棄の際に従前通り産業廃棄物として回収・処理を依頼され、必ず焼却処

理（再生燃料資源化含む）されますようにお取り計らいくださる事です。 

 

 改正化審法において映画用フィルムを含む業務用写真フィルムは、規制除外の対象用途

として指定されており、今後も PFOSを使用することは認められています。しかし、PFOS

含有製品の取り扱い事業者に対しては「表示義務」（製造出荷時、譲渡時には PFOS含有の

旨を表示する）と、「取扱上の基準適合義務」（製品取扱い時の注意事項に相当）が適用され

ます。お手持ちの現像済みで PFOSが含有されていると思われるフィルムを譲渡（注）する

場合は、このうち、表示義務が求められます。弊社、感材メーカー各社、写真感光材料工業

会の各ホームページに表示要領が公開される予定ですので、ご利用ください。これらは施行

後猶予期間を経て、平成 22年 10月 1日から施行されます。 

https://www.kodak.com/content/products-brochures/Print/%E3%82%B3%E3%83%80%E3%83%83%E3%82%AF%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%94%A8%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AB%E3%83%A0%E5%8C%96%E5%AF%A9%E6%B3%95%E8%A6%8F%E5%88%B6%E5%AF%BE%E8%B1%A1PFOS%E5%A1%A9%E4%BD%BF%E7%94%A8%E5%B1%A5%E6%AD%B4%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf
https://www.kodak.com/content/products-brochures/Print/%E3%82%B3%E3%83%80%E3%83%83%E3%82%AF%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%94%A8%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AB%E3%83%A0%E5%8C%96%E5%AF%A9%E6%B3%95%E8%A6%8F%E5%88%B6%E5%AF%BE%E8%B1%A1PFOS%E5%A1%A9%E4%BD%BF%E7%94%A8%E5%B1%A5%E6%AD%B4%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf


 また、廃掃法他の法規制での影響につき判明いたしましたら、別途ご案内させていただき

ます。 

 

（注）：譲渡とは当該物品を個人や事業者に対して有償・無償に係わらず譲渡する事を意味

しており、上記、表示義務が求められます。また、当該物品を受領した場合、廃棄の際には

産業廃棄物として回収・処理を依頼し、必ず焼却処理（再生燃料資源化含む）をお願いいた

します。 

 

改正化審法の詳細につきましては、以下経済産業省サイトをご参照ください。 

http://www.meti.go.jp/press/20091027001/20091027001.html 

 
 
当件につき、お問い合わせは下記までお願いいたします。 

コダック株式会社 総務部 電話 03-5577-1390 
E-mail JP-GA-Toiawase@kodak.com 
または、エンタテインメントイメージング事業部 電話 03-5577-1470 
E-mail motionjp@kodak.com 
 

以上 
 
 


